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令和７年度第７回庁議報告 

 

開催日時 令和７年１０月１５日(水）午後１時１５分～午後１時３５分 

開催場所 議事堂第一委員会室 

出 席 者 市長、副市長、水道事業管理者、企画総務部長(併)選挙管理委員会事務

局長、財政部長、市民生活部長、健康福祉部長、子ども部長、環境経済部

長（併）農業委員会事務局長、建設部長、都市部長、消防長、会計管理者、

教育総務部長、生涯学習部長、議会事務局長、監査委員事務局長 

欠 席 者 教育長 

 

【付議事項】 

報告事項 

１．令和７年度指定事務事業問題点・対応報告書について 

・企画総務部長より説明があった。 

（質問等） 

建設部長：下ケ戸・中里線外1線の整備について、都市計画道路の計画線上に分

水工があったことから、当初は分水工を近接地へ移設する予定で進め

ていた。しかし、分水工の管理を行っている手賀沼土地改良区から、近

接地ではなく手賀沼ふれあいラインの方へ移設したい旨の連絡があっ

た。手賀沼ふれあいラインの方へ移設する場合、工事による補償ではな

く金銭補償になることから、移設先の検討を含めて手賀沼土地改良区

と協議を行うため、遅れが生じることとなった。 

市長：手賀沼ふれあいラインより南側に移設するということか。 

建設部長：手賀沼土地改良区からは、そのように聞いている。 

市長：移設工事は手賀沼土地改良区が行うのか。 

建設部長：手賀沼ふれあいラインの方へ移設する場合、金銭補償を市が行い、工事

は手賀沼土地改良区が行うことになる。金額次第ではあるが、移設先は

今後の協議を踏まえて決定する。 
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２．我孫子市若い世代の市民活動応援助成金交付要綱の制定について 

・市民生活部長より説明があった。 

（質問等） 

市長：現時点の申請件数は。 

市民生活部長：1団体3事業分の申請があった。その他の団体からの相談等はきて

いない。 

市長：令和8年度以降分の申請はあったか。 

市民生活部長：現時点ではない。 

市長：この助成金は、高校生から大学院生またはそれに相当する年齢の方が対象

で、令和7年10月から開始したもの。若い人たちがどのような活動をするのか

楽しみにしている。市のPRサポーターを委嘱している中央学院大学の地域連

携カイギ部も対象となる。令和8年度以降も、より多くの団体に使ってもらえる

とありがたい。 

 

３．第11回 令和7年度子ども議会の開催について 

・教育総務部長より説明があった。 

（質問等） 

市長：質問に対する答弁は、初めに特別職が行う。再質問については各部長に答弁

していただく可能性もあるため、しっかりと準備をしておいてほしい。子どもた

ちは勇気を振り絞って質問してくれるので、温かい対応をお願いする。 

 

―以上― 

 


